





































































I頁目 負荷量共通性平均 SD 
因子Ir個人的向上』 (a =.897) 
8さまざまな経験を積むためである 0.804 0.672 4.4 0.83 
28自分の能力を向上させるためである 0. 796 0.672 4.0 0.96 






























0.763 0.616 3.9 1.03 
0.678 0.527 3.7 1.09 
0.602 0.464 3.7 1.14 
0.584 0.473 4.0 0.91 
0.548 0.331 3.7 0.97 
0.544 0.325 4.1 0.95 
0.499 0.489 3.5 1.13 
0.485 0.300 3.9 1.02 
0.467 0.281 3.5 1.06 
0.433 0.372 3.3 1.16 
0. 728 0.607 3.1 1.14 
0.662 0.449 2.0 1.16 
0.643 0.506 3.2 1.08 
0.611 0.452 3.0 1.08 
0.583 0.386 3.2 1.11 
0.569 0.465 3.9 0.96 
0.539 0.348 3.0 1.06 
0.457 0.239 2.0 0.91 
0.787 0目625 4.3 0.83 
0.716 0.530 4.3 0.79 
0.711 0.516 4.3 0.76 
0.710 0.586 4.4 0.75 
0.627 0.447 4.0 0.94 
0.625 0.399 3.9 0.92 
0.591 0.399 4.7 0.63 
0.543 0.395 3.9 0.93 
0.512 0.440 4.3 0.90 
（累積寄与率46.47%)















( 1 ）大学生が考える働く目的も，「職業の三要素」に準じた3因子，すなわち『個人的向上j. 
『社会的立場j.『経済的保障』を目的とする因子で説明される。
( 2 ）現段階（主に2年次）では『経済的保障』が第1であり，働くことと『社会的立場』と
はまだ明確に結びついていない。
また，短大1年次のインターンシップでは， f経済的保障Jに『個人的向上』という目的が付
加されることが多いこともわかった。
大学生の半数が卒業後も定職に就けないか2年以内に退職してしまうとLEう。職業指導の基本
は自己理解，職業理解とそれらのマッチングであるが，「働く目的」についても，共通性がやや
低い項目を見直したり，職業未決定尺度調査などと組み合わせたりして再調査し，職業指導に活
かしていきたい。
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